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図
画
師
範
科
規
程
小
改
正

ヘ
シ

附

一
出
願
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

（
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
醒
虹
麟
四
髯
』）

前
項
二
依
リ
出
願
ッ
タ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
東
京
美
術
學
校
長
又
ハ
地
方
長

官
ハ
事
宜
ヲ
審
査
シ
意
見
ヲ
具
シ
テ
願
書
ヲ
進
逹
ス
ヘ
シ

第
四
條
東
京
美
術
學
校
圏
霊
師
範
科
卒
業
者
ニ
ジ
テ
左
ノ
各
披
ノ
―
二
該

嘗
ス
ル
者
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
文
郡
大
臣
ノ
指
揮
二
依
リ
學
資
ノ
支
給
ヲ
受

ケ
タ
ル
者
二
在
リ
テ
ハ
其
ノ
在
學
中
二
於
ケ
ル
授
業
費
及
學
資
、
學
資
ノ

支
給
ヲ
受
ケ
サ
ル
者
二
在
リ
テ
ハ
授
業
費
ヲ
償
還
七
シ
ム
但
シ
情
状
ニ

依
リ
其
ノ
全
郡
又
ハ
一
部
ヲ
免
除
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
ッ

一
第
一
條
ノ
義
務
ヲ
履
行
セ
サ
ル
者

二
服
務
年
限
中
懲
戒
免
職
叉
ハ
免
許
朕
槻
奪
ノ
慮
分
ヲ
受
ケ
タ
ル
者

前
項
授
業
費
ノ
金
額
ハ
文
部
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ヶ
學
校
長
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ

第
五
條
東
京
美
術
學
校
岡
聾
師
範
科
卒
業
者
ニ
ン
テ
服
務
年
限
中
研
究
科

等
二
入
學
七
ム
ト
ス
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
時
宜
二
依
リ
許
可
ス
ル
コ
ト
ア
ル

第
六
條
東
京
美
術
學
校
闘
聾
師
範
科
卒
業
者
ニ
シ
テ
第
三
條
二
依
リ
其
義

務
ヲ
猶
豫
七
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
前
條
二
依
リ
妍
究
科
等
二
入
學
シ
タ
ル

ト
キ
ハ
其
ノ
猶
豫
又
ハ
在
學
ノ
期
間
ハ
服
務
年
敷
二
算
入
セ
ス

則

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ョ
リ
施
行
ス

本
令
施
行
以
前
二
入
學
シ
タ
ル
者
ノ
服
務
年
限
二
開
シ
テ
ハ
俯
従
前
ノ
例
ニ

依
ル

明
治
四
十
三
年
十
一
月
一
日
、
文
部
省
令
第
二
十
七
号
に
よ
り
図
画
師
範
科

履
習
科
目
の
「
倫
理
」
は
「
修
身
」
と
改
称
さ
れ
た
。

狩
野
芳
崖
遺
墨
展
覧
会

明
治
四
十
三
年
十
一
月
十
三
日
、
故
狩
野
芳
崖
の
二
十
三
回
忌
に
あ
た
り
岡

倉
秋
水
、
本
多
天
城
を
は
じ
め
と
す
る
門
人
は
追
弔
祭
を
催
し
、
こ
れ
と
あ
わ

せ
て
本
校
で
芳
崖
遺
墨
展
が
開
か
れ
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第

九
巻
第
二
号
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〇
芳
崖
翁
遺
墨
展
覧
會
故
狩
野
芳
崖
翁
遺
墨
展
覧
會
は
、
十
月
廿
日
よ
り

十
一
月
十
五
日
迄
東
京
美
術
學
校
會
議
室

〔も
と
の
倶
楽
部
〕
に
於
て
開
催

さ
れ
、
會
場
中
央
の
一
室
に
は
祭
壇
を
設
け
、
故
人
の
肖
像
を
飾
り
香
華
を

供
へ
た
り
。
陳
列
品
は
同
校
並
に
各
名
家
が
秘
蔵
せ
る
故
人
の
作
品
多
敷
に

て
執
れ
も
雄
勁
濶
逹
な
る
趣
致
を
示
し
、
坐
ろ
に
我
か
明
治
美
術
壇
の
先
人

を
追
懐
せ
し
め
た
り
。
そ
の
出
品
の
重
な
る
も
の
は
、
概
ね
嶋
津
公
爵
家
の

秘
蔵
に
係
り
、
故
人
の
絶
筆
な
り
と
い
ふ
「
巌
に
雉
子
」
其
中
に
も
優
れ
之

と
相
並
び
て
「
楢
に
屈
」
亦
以
て
双
璧
と
す
べ
く
、

「
月
見
布
袋
」
「
山
水

圏
」
「
山
中
人
物
」
並
び
に
「
犬
追
物
」
の
二
幅
到
な
ど
頗
る
嘆
賞
す
べ
き

作
品
に
し
て
、
又
東
京
美
術
學
校
の
出
品
と
し
て
は
、
例
の
有
名
な
る
「
慈

〔
マ
マ

〕

母
観
昔
」
を
首
に
、
「
逹
磨
」
「
月
夜
山
水
」
等
あ
り
。
又
岡
倉
登
三
氏
」

の
所
蔵
せ
る
「
雪
の
山
水
」
並
び
に
「
櫻
の
下
籍
」
は
故
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
が
故
人

の
非
凡
な
る
技
術
を
見
出
せ
し
も
の

4
よ
し
に
て
、
亦
珍
重
す
べ
き
も
の
と

〔
ボ
〕

す
。
此
他
米
図
ポ
ス
ト
ン
捕
物
館
に
所
蔵
せ
ら
る
る
遣
墨
凡
九
貼
を
も
窯
員

に
撮
影
し
て
出
品
し
た
る
が
、
此
盟
は
初
め
て
見
し
人
多
か
り
し
な
ら
ん
。

④
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⑤
 

子） ま
た
、
同
誌
「
我
友
の
声
」
の
欄
に
次
の
よ
う
な
惑
想
文
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
意
義
深
い
展
覧
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

△
本
校
の
會
議
室
で
開
か
れ
た
故
狩
野
芳
崖
翁
の
展
覧
會
は
、
翁
の
一
生
の

面
目
を
知
る
こ
と
を
得
る
と
同
時
に
、
故
翁
が
如
何
に
そ
の
藝
術
の
た
め
に

苦
心
惨
愧
せ
ら
れ
た
る
か
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
、
彼
の
學
校
所
蔵
の
悲
母

観
音
の
一
幅
を
見
て
、
其
技
術
と
苦
心
と
に
驚
く
よ
り
も
、
翁
の
一
生
の
苦

心
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
、
翁
は
純
狩
野
の
人
で
あ
っ
た
の

は
今
更
ら
い
ふ
迄
も
な
く
、
牡
年
の
作
は
此
間
の
慎
相
を
偲
へ
て
居
る
が
、

晩
年
に
至
り
て
は
一
轄
化
を
し
て
、
作
風
の
嬰
化
と
共
に
、
思
想
の
渾
成
融

合
の
跡
は
、
歴
々
た
る
も
の
が
あ
る
。
藝
術
に
遊
ぶ
も
の
は
、
か
く
の
如
き

勉
動
と
苦
心
と
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
故
歳
が

生
き
た
数
訓
を
後
生
に
逍
し
た
も
の
で
あ
る
か
の
や
う
に
感
じ
た
（
惑
激

な
お
、
二
十
三
回
忌
を
紀
念
し
て
翌
四
十
四
年
二
月
、
岡
倉
秋
水
、
本
多
天

城
編
『
狩
野
芳
崖
遺
墨
帖
』
が
西
東
書
房
よ
り
発
行
さ
れ
た
。

加
納
夏
雄
銅
像
除
幕
式

明
治
四
十
三
年
十
二
月
四
日
、
本
校
彫
金
科
の
最
初
の
教
授
で
あ
っ
た
故
加

納
夏
雄
の
銅
像
（
原
型
米
原
雲
海
）
が
構
内
に
建
設
さ
れ
た
。
構
内
銅
像
の
さ
き

が
け
で
あ
っ
た
。
除
幕
式
の
模
様
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
九
巻

第
三
号
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

米
、
岩
村
、
菅
野
、
関
ら
が
渡
英
し
た
。

日
英
博
覧
会

明
治
四
十
三
年
五
月
一
日
よ
り
同
年
十
月
末
日
ま
で
、

ロ
ン
ド
ン
で
日
英
博

覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
品
に
関
し
て
は
両
国
の
通
商
関
係
を
主
と
し
、
文
教

の
沿
革
、
美
術
、
諸
制
度
に
も
及
ぶ
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
、
我
が
国
か
ら
多

数
の
古
美
術
品
や
新
作
品
（
第

一
回
1
第
三
回
文
展
買
上
品
等
）
が
出
品
さ
れ
た
。

本
校
で
は
正
木
直
彦
校
長
が
同
博
覧
会
評
議
員
、
美
術
及
び
歴
史
に
関
す
る
出

品
計
画
委
員
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
ま
た
、
大
村
西
崖
、
岡
田
信

一
郎
、
久
米
桂
一

郎
、
岩
村
透
、
菅
野
真
、
関
保
之
助
ら
が
出
品
準
備
に
参
画
し
、
正
木
、
久

⑥
 

〇
故
加
納
翁
銅
像
除
幕
式
東
京
美
術
學
校
中
庭
に
建
設
せ
ら
れ
た
る
帝
室

技
藝
員
彫
金
家
故
加
納
夏
雄
翁
の
銅
像
除
幕
式
は
、
豫
定
の
如
く
十
二
月
四

日
午
前
十
一
時
よ
り
拳
行
せ
ら
れ
、
束
會
者
は
美
術
家
知
己
其
他
二
百
餘
名

に
し
て
建
設
委
員
穂
代
海
野
勝
眠
氏
の
報
告
に
次
で
、
正
木

〔直
彦
]
美
術

學
校
長
は
翁
の
期
界
に
到
す
る
功
績
及
び
嘗
局
を
代
表
し
て
銅
像
を
受
領
す

る
旨
を
述
べ
た
る
後
、
翁
の
令
孫
幸
雄
氏
除
幕
を
行
へ
ば
、
東
京
美
術
學
校

の
奮
時
の
制
服
正
帽
を
着
け
た
る
翁
の
半
身
像
は
、
宛
然
生
け
る
が
如
く
、

一
同
拍
手
の
裡
に
芽
出
度
幕
を
除
ぎ
、
次
で
濱
尾

〔新
〕＿
帝
大
穂
長
、
柴
田

幸
三
郎
、
盤
田
慎
、
美
術
學
校
生
徒
、
故
翁
の
最
佑
門
下
生
な
る
盆
田
友
男

諸
氏
の
祝
僻
等
あ
り
て
、
午
後
一
時
式
を
終
り
、
夫
れ
よ
り
園
遊
會
に
移

り
、
各
種
摸
擬
店
を
開
き
、
手
品
大
神
楽
の
餘
輿
あ
り
し
が
、
中
に
も
柴
田

氏
は
故
翁
が
公
刀
の
跡
を
留
め
た
る
、
同
氏
所
有
の
金
釜
に
自
家
醜
造
の
銘

酒
を
沸
か
し
て
束
賓
に
振
舞
ひ
、
尚
校
内
の
一
室
に
は
同
校
所
蔵
及
び
都
下

所
在
の
同
翁
作
品
敷
百
黙
を
陳
列
し
て
観
賞
に
供
し
た
り
。
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